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令和６年度 学校経営計画・自己評価書       足立区立西新井第二小学校 

校長   小 林 浩 二   

１ 学校教育目標 
 

          ○進んで考える子    ○仲よく助け合う子    ○心と体をきたえる子    ○最後までやりぬく子 
 

２ めざす学校像、児童・生徒像、教師像 

○学校像 
○学びの楽しさや喜びが共有できる学校    ○豊かな人間性を培う学校 

○健やかな心身を育む学校          ○地域・家庭と信頼で繋がる学校 

○児童・生徒像 
○主体的・自律的に学び、自ら考え、行動できる児童    ○自他を大事にし、協同的で常に人権を尊重できる児童 

○心身ともに健康でたくましい児童 

○教師像 
○専門職として優れた知識や技能を備え、研鑽に励む教師  ○児童、保護者、地域と幅広い人間関係を大切にできる教師 

○与えられた使命を見失わず、組織の一員として責任感と実践力を備えた教師 

３ 学校の現状及び前年度の成果と課題 
・今年度 60 周年を迎える歴史ある学校である。地域の方が毎朝挨拶運動に参加し、児童と交流を図ってくださっている。 

・児童は明るく、素直な児童が多い。笑顔で挨拶ができ、何事にも真面目に取り組む児童が多い。コロナ禍で様々な教育活動が制限、中止されてきた中

だが、できることをみんなで楽しく取り組もうという雰囲気がある。 

・学力面では、真面目に取り組む児童が多いが、「さらに高く」という向上心や意欲面がやや低い。「分かった。できた。」という経験を多く積ませ、意

欲が高まり、活力ある児童を育てていく。学力の課題を整理し、学校組織として授業・朝学習・放課後補習等で改善を図っていく。 

・生活面では、基本的な学校のきまりをほとんどの児童がしっかり守り、安心して過ごすことができている。ただ、家庭の状況や本人の特性で学校に遅

れて登校する児童や保健室で過ごすことが多い児童が数名いる。担任・管理職が養護教諭やＳＣ等と連携して、保護者の対応も含めて今まで以上に組織

的に対応していく必要がある。 

・喫緊の課題として「図書館利活用」「タブレット端末の活用」があげられる。図書館利活用はＲ5年度充実できたので、さらに継続・発展させていく。

タブレット端末の活用は、活用教科・単元を整理し、計画的に取り組んでく。その他に体力向上にも取り組んでいく。 

４ 重点的な取組事項 

 内    容 
実施期間（年度） R:令和 

R4 R5 R6 R7 R8 

１  学力向上アクションプラン ○ ○ ○ ○ ○ 

２  教師の指導力向上 ○ ○ ○ ○ ○ 

３  豊かな心と健やかな体の育成 ○ ○ ○ ○ ○ 
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５ 令和６年度の重点目標 
 

重点的な取組事項－１ 学力向上アクションプラン 

Ａ 今年度の成果目標 
達成基準 

（目標通過率） 
実施結果 

（通過率結果） 
コメント・課題 

達成度 
◎〇△● 

区調査(４月)の目標通過率８３％ 
１２月区調査再実施で通過率
８５％。２月区調査８０％ 

 
  

Ｂ 目標実現に向けた取組み 

新
・
継 

アクション 

プラン 

対象学年 

実施教科 

頻度・ 

実施時期 

具体的な取り組み内容 

(誰が、何を、どのように) 

達成確認 

方法 

達成目標 

（＝数値） 
(いつ・何を・どの程度) 

実施結果 
コメント・課題 

達成度
◎〇△● 

１
継
続 

朝学習・放

課 後 補 充

教室 

 

全児童 

国語・算

数 

朝:火水 

放:月火

木金 

朝学習（担任） 

国語:漢字、言葉の学習 

算数:課題学習（プリント･

ＡＩドリル） 

放課後（担任・専科） 

朝学習の点検、復習 

定着度確認テ

スト（区調査･

ベーシック診

断テスト等） 

9 月･12 月･２

月 

 

12 月の確認テ

ストで 85％の

児童が目標値

を通過する。 

 

 

   

２
継
続 

図 書 館 利

活用 

 

 

全学年 通年 

･調べる学習コンクールに

向けた研修（教員） 

･調べる学習コンクールへ

の出品（２～６年） 

･毎月のＢＯＯＫ便 

･図書ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱや近隣保育

園教員による読み聞かせ 

･図書館活用

計画に準じた

検証 

･本の貸し出

し数調査 

 

･意識調査肯定

意見 90％以上。 

･平均読書冊数 

 

   

３
継
続 

 

校 内 研 究

の充実 

 

 

全学年 通年 

低・中・高学年による研究

テーマに基づいた取り組

み、研究授業 

校内研究授業

実施（年 3回） 

 

･研究授業年 3

回 

･意識調査肯定

意見 90％以上。 

 

   

４
新
規 

 

家 庭 学 習

の定着 

 

 

全学年 

 

通年 

担任 

音読、漢字、計算（ＡＩド

リル等）の実施。家庭学習

の提出率を算出。 

家庭学習カー

ド（家庭学習

提出率） 

家庭学習提出

率 85％以上。 
   

 

 

 

 

 

 

 

自己評価の際に記入 

 

自己評価の際に記入 
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重点的な取組事項－２ 教師の授業力向上 

Ａ 今年度の成果目標 達成基準 実施結果 コメント・課題 達成度 

教師の各職層における資質・能力の向上 
校長作成の授業観察カードにおいて、 
評価数値を平均で 2以上上げる。 

 

  

Ｂ 目標実現に向けた取組み 

項目 達成基準 具体的な方策 実施結果 コメント・課題 達成度 

ＩＣＴを活用した授

業の充実 

・ＯＪＴ研修会でＩＣＴ

研修会を設定（５／10

回）。 

･学校ＩＣＴスキルチェ

ック：教員の 8割がステ

ップ２⑬までできる。 

 
･ＩＣＴ研修会（5回）の実施。 

 

･学校ＩＣＴスキルチェックに

よる確認(管理職)。 

   

管理職･教員間の授

業観察の実施 

年 3回の管理職による 
授業観察に合わせて、教 
員間（教諭→主幹・主任） 
でも授業観察を行う。 

 
・管理職における授業観察（年
3回）と授業評価。 
･主幹･主任教諭による教諭へ
の模範授業公開。（年 3回） 
･特別支援教室によるユニバ
ーサルデザインの視点を取り
入れた授業の実施。 

   

ＳＤＧｓの理念を取

り入れた教育活動の

実施 

ＳＤＧｓの 17 の目標と 

カリキュラムマネジメ 

ントの視点で関連づけ 

た授業や行事等の実施。 

 
 
･各教科等でＳＤＧｓの１７
の目標に関連づけた授業を全
学年で実施。 
※環境・自然・人権・共生 
 
･委員会活動では活動内容を
ＳＤＧｓの取組目標と関連づ
けて実施。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

自己評価の際に記入 

 

自己評価の際に記入 
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重点的な取組事項－３ 豊かな心と健やかな体の育成 

Ａ 今年度の成果目標 達成基準 実施結果 コメント・課題 達成度 

児童の心と体の健全な成長 
年度末の児童、保護者、地域、教員の 
学校評価アンケートで肯定的なもの 
８５％ 

 

  

Ｂ 目標実現に向けた取組み 

項目 達成基準 具体的な方策 実施結果 コメント・課題 達成度 

豊かな心の育成 

･異学年交流の実施。 

※なかよし班活動、西二

フェスティバル等。 

･クリーン作戦（年 2回）

の実施。 

･いじめ解消率 100％ 

･児童意識調査肯定的な回答

90％以上。 

･毎月なかよし班活動、西二フ

ェスティバルの実施。 

･クリーン作戦の実施。 

･いじめ解消率の確認。 

   

健やかな体の育成 

･休み時間外遊びをする 
児童８５％ 
･体力調査の結果の向上 
（投力昨年比＋0.5ｍ） 
･外部機関と連携した健 
康教育授業、年 2回以上 
の実施。 

 
･教師も加わった外遊びの実
施。 
･日体大との連携による投力
向上授業の実施。 
･歯磨き指導、薬物乱用防止教
室の実施。 

   

キャリア教育の充実 

･○○教室といった外部 

講師による授業の実施。 

 

･心や体の健康につなが 

る教育活動の実施。 

 

･体験的な活動の充実。 

 
･福祉理解教室 
･パラスポーツ体験教室 
･法教育授業 
･落語教室 
･相撲部屋参観等地域学習 
･ＬＧＢＴＱ（人権）講演会 
･地域安全マップ作り 
･勤労感謝集会   

等の実施。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自己評価の際に記入 

 

自己評価の際に記入 
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６ まとめ 
（１）今年度の成果と次年度に向けた課題及び解決の方向性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）保護者や地域へのメッセージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）その他（学校教育活動全般について） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

自己評価の際に記入します。 

経営計画の策定段階では、このページは行数を減らし

て圧縮したり、ページ自体を削除したりした上で、公

表していただいても差し支えありません。 


